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昭和 4 4年度調布市立図書館の活動報告

調布市立関書館

1 はしがき

との報告書は昭和 41年 6月K開館した調布市立図書館の芳四年自の活動報告書である。前年

度昭和 43年度の活動報告のはしがきに、 「昭和 43年度K公いては銭外活動の足がかりをつか

み、館内。館外活動を併行して進めた」と書かれている。昭和 44年度Kないては、との鎗内。

館外活動が大きく発展し、調布市立図書館の最も基本的な方針である分館網の芳一号である国領

分館が 8 月K 開館した。また館外活動K 沿いては、読書推進協議会の援助K よる、ユエークな地

域読書会である 「長流文庫」が発足した。昭和 44年度は、分館開設K伴なう職員増もあり、

調布市立図書館が、一つの市の図書館として、有機的な組織活動体として、市民K拳仕する方向

が確立されたといえるであろう。

市民K とって図書館とは何でるゐかという課題は、図書館職員K は、自らK 永久K 聞いつづけ

なければなら左い課題でちる。市民の存在と無縁な図書館は、存在する意味が念いからである。

しかし、図書館が何であるかを自明の理の如〈考え・て、具体的条件の中で奉仕の可能性を探求す

るととを忘れてしまう左らば、後進性という社会的条件を尾Kつけつつ進まなければなら加入 3図

書館活動K とって、永久K 図書館が市民のものと左る途は塞がれるであろう。

との報告書Kよって、調布市立図書館の昭和 44年度の活動を反省し、総括し、次の足がかり

をつかむためK、少し分析を加えてみたい。

2 現代図番館の課題

図書館の発生は纏めて古〈歴史を遡る。通常図書館は、書籍。資料の集積場所としての意味が

主要なものであった。現代Uてないてもその意義は失われてはい左い、国会図番館のよう念図書館

の場合K は、その機能が大きい。しかし、我h のg 指しているのは、市民K 奉仕すべき、市民図

書館の創造である。創造とは少し言葉が過剰なよう K思えるかも知れないが、敢て創造と考える

のは、哀の意味での、市民のための図書館理念がまだ市民の間K確立、普及していないだけでな

〈、図書館人の間Kも現代の市民図書館の課題Kついての認識が一般化してい念いからである。

図番館K ついての定義は様々であり、またその歴史は古記録K よって遠〈遡るととができる。

図書館(ピブリオテクうという言葉はギリシャ K 始まる。本(ピブリオン)の小箱(テク)とい

う意味から、本を保管してな くととろをさすよう Kなったとされて.いる。(図ミ地 rgCセ!l. eジユ苅京)) ー

とのよう K 古い歴史をもっ図書館であるが、敢て、我々が「現代図書館」という名称のもと K 、

日本の現代社会の中で、その存在の意味を問わなければならないのは、図書館が民衆の歴史をも

ってい左いからである。そとで、もし、真K市民生活Kとって必要なものであるとするならば、

創造していか念ければ念ら念いからである。

嘗て日本の行政機構の存在したのは、府県段階までであるというのが我々の考えでるる。



明治新政府は、近代国家創出のためK、官僚機構をも創った。それは明治政府Kとっては、県段

階までを一つの新らしい統治機機として枠組みし、それ以下の行政の対象は、 「村構造」を封建

時代から解体せずに存続しつづけている、村ぐるみの統治である。村の支配機構は、地主一小作

関係の再生産K よって、地主層をなさえるととVてよって、一括支配と統治が可能になる。とのよ

う左社会構造をもった日本の場合Kは、新政府は、府県段階までK上からの統治機構を作れば、

あとは一括統治が可能であった。 r村構造」の、明治、大正期を貫〈秩序解体は、昭和 20年の、

「恩地改革Jまでは不可能であった。戦後の昭和 22年K地方自治法が施行されてから、戦前の

行政統治の方法は変革された。

しかし、との改革が、社会の内部の変動Kよって、下からの必然、性をもって改革されたのでは

左〈、維新と同様K外圧Kよっての変化でるったととろK、 「村構造」の枠は〈づれても、意識

は、住民の内部までを変革はしなかったし、またその経済構造の変革も、人間存在と生活K 長〈

しみとんだ意識を変えるKは至っていない。地方首長の公選念どの新らしい法改正にもかかわら '

ず、自治体の体質は、嘗ての戦前の行政機構の体質を深〈崩し、而も戦後の税制体政は、地方自

治を可能Vてする方向K では1.t(、中央集権と国家一府県体制依存方式を強〈残す機構を再編して

きている。自治体の住民の中から発生し左ければならない、行政機関は依然として「村構造」の

残存菌をのとしているだけで念〈、再現されている面もある。また T地方議会」も、その例外を

なすものでは念い。

とのよう念社会体制の中で、自治体の体質を変え、住民自治を実現していく途は、きわめてけ

わしいが、結局は住民じたいの意識の変革Kよって、長い時間をかけて育てていく以外Kは念い。

人聞は元来自治思想、をもって集団化してきたのであるが、集団化は逆K 自治を縛る方向K も働 <0
とのパランスの上K 自治は存続していくのであるが、その可能性は、住民の自治への体質のあ b

方tてかかわる。

図書館は直接的な行政機能を司るものでは念いが、住民の自治的念意識の成長を助け、市民の

研究。探求。知的な相談の対象として、常K 謙虚K 奉仕しうる組織体でなければならない。との

ような社会的念現状分析のもと K図書館の組織が考えられ、奉仕のやり方カ犠紫されるのでなけ

れば現;代図書館の存在意義は左くなるであろう。

図書館は同時K 、I 日本の固有の文化を後世K ったえ保存し、同時Uてその文化Vてついて市民が自

覚しうる機能体としての役割をも果さねばなら念い。古典Kついての知識、日本語Kついての知

識、と同時V亡、とれらを自己教育していく場所としての図書館、またその方法を求める各種講車

の開設なども、図書館の大き念任務である。

特VL児童奉仕Vてついては、現代図書館は最も犬き念努力を払わねばならない。文化は永遠なも

のであり、伝統とのかかわりのもとK、文化の生命は、リフレッシユされ保存され、伝えられて

いか念ければなら念い。児童。少年K 対する奉仕活動V亡、我々が大き念力をさいているのはその

ためである。何故なら、児童・少年たちとそ、日本の未来をになう貴重念唯一の継承者だからで

ある。
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また図書館は学校教育と深くかかわりるいをもたねばならない。学校教育のみを重視してきた

我国の場合K は社会教育はいちぢるしく立ちな〈れている。しかし、我々は、学校教育と社会教

育とをつ念げ、同時K協力関係をうちたてるととKよって、困難な現代教育の推移をはたしうる

からである。

我々が実施しつつある、 「買物縫を下げていける図書館」としての分館網の整備と、現代社会

図書館機能をフ;C'l'(発揚ってるための諸活動は、我 h の次の世代K 開花する地ならしの仕事である。

との方向を我k は正しい現代図書館のあ夕方として確信して、困難左パイオニア としての任務

をはたさねば念らないと考えている。
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-y1;-2 2 44年 1，835 1. 362 1，362 3.1 97 
319617円61E 5568iZ883 

5 i24: 814 2.649 658 1， ，472 4，669 11 8.036 1 3，665 

6 1 2 5 1 6291 3.2781 71 81 2，738 1. 347 6、016 11 7，506 1 4，423 

7 2 5 1 671 1 3，9491 6431 3，38 I I 1，31 41 7，3 30 11 8，346 1 4，894 

8 2611071| 5，020 987 2，058 明388 1 0，う 01 ス013

9 231 744 5，764 807 1，551 10.939 呪116 6，657 

10 I 2 4 1 4861 6，250 547 5，722 1. 033 11. 9 7 2 8.7 6 6 5，899 

6，673 542 …9571 
8‘286 6.185 

1 7 246 6，919 322 6，586 568113，505 6〆132 4.192 

6，995 4，937 

5.897 

4，802 

61. 447 

日 21 I 

f市 考 座席画転率学生，ー殻 36 0/1 4 0キ 2.57回 児童 23 0/6 4 宇 3.59回

全量 録 率 1 5， 7 3 7 (釜録人口 )/14 ~ 8 0 0 (奉仕入ロ) x 1 0。 宇 1O. 6 % 

貸 出 三名 1 1 3， 7 3 6 (年 l輸出1倍数 )/14 ~ 8 0 0 (奉仕入口) 宇 O.7 7冊

殺害画転 $ 1 1 3， 7 3 6 ( H )/2矢 71 2 ( 年献鵬数 ) ヰニ3.8 3回

貸出利用書率 113，736( /1 ) /1  5，7 3 7 (登録者数) 宇7. 2 3冊

図書保証率 日 71 2 (年度末隅数 )/147，800(奉仕人口) 宇 O.2 0冊

表 1 図書館利用状況 (中央館 .分館合計分 j

者出貸 登 録

入山
i~ま

月

関

空 | 一般 |児 童 |左の計

一!日 011月 別月別
""̂登録者数 i登録累計|登録者数|登録累計|釜録者数|登録累計

一般
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自昭和 44年4月 1日

至昭和 45年 5月31日

開館日数266 

人口14,7800~ 's 4 4.4.1現在)

一一一一一ー 一一一一一一一一一ーー一一一「一一一一一一一一一一-一一一一ー一一一一一一一一
究官 者 議:

1 日平均

。

，

門
γ

円

γ

マ，，

R

d

7

' 

20中 384 

323 492 

2831 477 

平均 59 0/2 0 4キ 2.89回

(内訳一般 4呪43 7/2 2，1 4 2宇 2.2 3回児童64，299/7，57闘 49回)

(内訳 一般 4~ 4 3 7 / 8， 0 7 8キ 6.1，2冊児童 64，29ψ:6 5期 4.0情)
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階　層　別　入　館　者　数　調
(各階層の上段は中央館　下段は国領分館)

表３　　階層別入館者数調（各階層の上段は中央館,下段は国領分館)



表 4 地 域別入館者数

|地域人口 入 館

域 名 中 央 鎗 国 領
(S 4 .: 1.~) 

現在 一 自支 児 主主 言十 紋 児 童

( 盟也 「印刷用率|者

田 給 4，237 1，7 94 1，045 2，839 1 3 15 

石 原 8.307 3，409 2，48 0 5，889 40 58 98 5，9 8 7 3.449 1 2，538 3.6 4.1 3.8 72.1 

下 石 s{ 12 ，229 6.045 5，4 3 4 11 ，479 40 48 88 11 ，567 6.08 5 I 5，482 6. 3 8.9 7. 3 94. 6 

富 士 見 8，389 5，684 2，436 8.120 1 7 4 21 8，1 41 5.7 0 1 I 2，4 4 0 4.0 5.2 97.0 

島 8.666 6.7 16 4，340 1 1. 05 6 56 43 99 1 1， 1 55 7. 1 7. 1 1 28 .7 

.上 布 国 5，51 2 5，262 4，925 10 ，1 8 7 31 1 6 4 7 10 ，23 4 5，2 ワ3 I 4，9 4 1 5.5 8.0 6.5 1 85 .7 

下 布 国 7，501 5，292 4，08 7 ヌ379 1 1 8 1 1 2 230 ヌ609 6.8 6.1 1 28.1 

国 ~l 民 15. 95 1 6，51 4 2.4 9 4 9，0 08 8，472 11 ，981 20 ，989 1 0，0 2 3 i 1 0，9 6 6 10.4 1 7. 8 13 .3 1 31.6 

染 地 10 ，795 6，080 6，629 1 2，7 0 9 576 
(合上ク給)

919 13 ，628 6.423 I 7，205 6.7 I 1 1. 7 8.7 1 26.2 

深 大 寺 17 ，671 4，1 06 1. 604 5，7 10 46 1 51 1 97 5，907 4，152 1 1，;;- 55 4.3 2.9 33.4 

佐 須 4，630 1，7 81 683 2，464 1 30 1 33 263 2，7 2 7 1，9'1 1 2.0 1. 3 5 8.7 

柴 d容 4，1 1 1 1.1 23 342 1. 465 338 581 9 1 ') 1. 5 1. 5 1. 5 513.0 

東つつじク丘 3，中 96 771 瓦40 1. 21 1 41 48 89 1. 300 812 488 0.8 0.8 0.8 32.5 

wつつじク丘
12 .7 0 2 1. 729 1，069 2，798 85 219 

(含金子 )
304 3.1 02 1，81 4 1. 9 2. 1 2.0 244 

入 f司 町 6.367 893 472 1.365 1 4 20 1. 385 90 7 478 0.8 8.8 2 1. 8 

走ま 業 4，4 52 8 62 49 1 1，3 53 33 72 1 05 895 563 O.中 0.9 0.9 3 2.7 

仙 )11 3，8 1 3 575 198 773 1 5 87 1 02 8 75 590 285 0.6 0.5 0.6 22. 守

d表 ケ 丘 7，299 709 596 1，305 .53 259 3 1 2 1. 61 7 762 il55 0.8 1. 0 22.2 

菊 野 4口s、 6，88 1 1，1 74 469 1，6 4 3 521 839 1. 360 3，003 1695 1. 308 1. 8 2.1 1. 9 43 .6 

市 内 計 153 ，509 60 ，519 40 ，234 1 00 ，753 5，443 1 1. 739 17 ，182 117 ，935 65 ，962 5 1， 9 73 68 .7 84.6 74.9 76.8 

1 2，582 4，568 1 7， 150 440 771 1 3，022 5，339 
市 外 13 .6 8.7 1 1. / 

( 3，8 1 5) (3， 498 ) (7， 313) ( 1 85) (662) ( 8 4 7 )! ( 8.1 6 0 ) ( 4，000) (4.1 60) 

不 明 16 ，509 3，862 20 ，371 508 282 790 21 ， 1 6 1 17 ，01 7 4，1 44 1 7. 7 6.7 1 3.4 

iιL コ 言十 8 号6 1 0 4 8，664 1 38.274 6，391 12 ，7 92 |1 只185 ! 151457 96 .001 61 ，456 1 00 .0 1 00.0 100. 0 

(注) 市外 ( )は狛江.
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表 5 館内閲覧者調

1. 7 

。
1. 6 

O. 2 

1 1 

3 0 

2， 3 1 4 

17 ，6 1 3 

9 6， 0 0 1 

6 1. 4 4 7 

157 ，448 113 ，736 

表 6 分 類 (部門 )別 図 書貸出状況調

年尚武出冊数 1 月7平十5師H骨8醐必均冊ιi1 i 貸月 平均 一世図苔のl亙 分 貸出

中 央 熔 国制館 |合 同| 仰 6 一出ー一一削一一ー一一一ト一貸一ー一出一ー 却合

雑 dベ主1uご
H骨 :1社 31 96 

f宏、 言己 633 I 4 1 I 674 I 2.5 56.1 I 1. 4 

哲 す片品んー ，刀J土tBz， ヂ文 1. (，1 5 7 I 4 3 I 2，0 0 U I 7. 5 1 6 6.7 I 4.1 

燈 史 1A 記 2，647 I 64 I 2，7 1 1 I 1 0.2 2 之5.9 I 5.5 

地 理 土色 品志 1，354 38 1，3 (，1 2 5.2 11 6.0 2.8 

社 会 ，f4 学 4.395 158 4，553 1 7. 1 37 呪4 9.2 

自 然 イヰ ベ戸A子4 2，428 77 2.505 収4 208.8 5.1 

工 J定 工 戸て斗Fん 1.372 14 1. 386 5.2 1 1 5.5 2.8 

家 事 家 庭 1.654 96 1. 7 50 6.6 1 45.8 3.5 

産 1i:. 交 通 565 1 5 580 2.2 48.3 1. 2 

芸術 . スポーツ .娯楽 2.13 0 5 67 2.872 10.8 239.3 5.8 

語 L白~f:. 488 23 51 1 1. 9 1. 0 

文 〆手 25.620 1. 328 26. 9 48 1 00.9 2.245.7 54 .5 
「一ー一一四ーー一一一一

般 47.266 2.1 71 49.437 185.2 4.1 19.8 1 0 0 
トーー一ー

児 :m 図 tヨiヨiド 1 3.965 64.2ψ? 2;) 0.8 5.358.3 

ト一一一ー一一一一
i口~ 計 ♀7.600 1 6.1 36 1 1 3.736 426.0 矢478.0

3.0 

ト一一-
2.2 

8.5 

S，.8 

(注 J 一般と兇託との貸出剖合 ， ー j投 4 3. 5 % ， 比重 5 6. 5 16 . 

蔵書|脊成比

凶下 ¢ 

5.3 

1. 6 5.7 

1. 6 

1.3 1 5.1 

1. 7 6.4 

2.7 5.2 

1. 5 1. 8 

2.1 6.1 

0.8 3.0 

A 8 C 

( A - B ) 
( 0/人 )

40.0 

100 

階 層別

入館者数 i 貸出者数 |凶克話ぷ i 1透l程内閥覧.t;比

中学生

3 7 

~ 
6 5 

仏ム

2 1 1 3. 7 9 7 4. 8 1 4 8.9 8 3 

学

幼

主

生

人

絹

3 2.9 2 2 

1 2.4 3 6 

1 6. 8 5 0 

1 3. 3 2 4 

号 196

1 6， 0 i 2 4 9 

。 O 。
1 2. 0 1 6 2.8 2 0 2 3 d 

1

4

0

1

1 

自営

その他

838 9 8 1 O 。 。
4.7 9 5 2. 5 7 7 

260 

2、2 1 8 5 4 5. 9 

無 時設 2.0 5 4 1 1 O. 6 

不 明

紋合計

0 

49.43 7 

6 4. 2 9 9 1:干-「:--4 



表 7 階層 (職業 )別貸出状況調（中央館 .国領分館の計)

文 ?学… li 
d十

小説 |

戸ナ""' 

勤
貸出剖合

N 1主
貸出 ftit 故

止場
貸出割合例

自 営 lト!1 貸貸貸出出出剖冊冊創数散~ 
| その他 |

貸出割合怖

無
吋 1貸出冊数 |

9，19 O 

分類別貸出割合(偽

6.8 0.9 

40 1 4 

4.0 1. 4 -引→ 
65 32 

3.1 1 1. 4 1 4.0 1 5.4 t 3.0 1 9. 2 1 5.1 1 2.8 
ーム一一一一ー一一

98 i 

2.218 

2，054 

26 ，9481 4 呪437

表 8 分類 ( 部門 ) 別に みた階層 ( 職業 )別貸出状況調

仁川

(職階、¥業ト層辺分部¥類¥ 門) 雑誌
|階層 J

O 

1 ! 2　 IE3 ~ 5 9 
留学 歴 史 会自然、 工業 家事 足量失 芸術 文学

総 記 ;，，;t< -y 語学
貸出制宗教・伝記 学科学 工学 家庭交通点楽 l 小説

中 学 生 4.7 6.2 3.6 14 .0 1 1. 1 3.3 2 0.5 1 2.0 玖O P 

学 生 1 5.0 43 54.7 5 呪2 39.0 50.1 47 .7 36 .8 1 0.8 1 24.6 37.6 44.0 30.0 34 

幼 人 25.0 28.3 2 1. 5 25.0 2 7.i 28 .0 16.7 24.3 2 7. 7 25 .0 22.S 23.5 2 呪O 26 

主 婦 40.3 1 3 7. 5 1 1. 1 1 2.4 1 1. 0 8.4 1 7.8 49.6 1 2.5 8.2 1 1. 5 2 1. 0 1 8 

自 営 2.6 2.0 1. 1 2.5 2.0 1. 6 1. 0 2.0 2.1 5.5 1. 5 1. 0 2.0 2 

そ ロコ -(也 .6 .2 4.7 5.0 5.0 5.4 3.3 4.0 2.7 8.8 7. 0 3.0 4.5 4 

無 時問婦、 8.2 2.8 6.6 3.2 7.4 2.7 3.0 2.1 3. 5.5 2.7 5.0 4.5 4 

分類別蔵書回転率 0.6 1. 6 1. 6 1. 4 1.7 2.7 1. 5 2.1 0.8 3.0 2 

分 煩別貸出冊数 1，555 674 2，000 ! 2.7 1 '1 1 1.3守 2 4，553 

2下F 岡山 51 1 26 ，948 4 虫43

分類別蔵 書冊数 1. 182 1. 2521 2，516 3，354 1， 4 26 1 1. 1 5 1 1 3 8 7 1 1， 3 4 9 667 

ι 
日
己
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表９ 昭和４４年度蔵書増加調 <1年 i克 li~~ 岳附加 A

自 然
科学

本泌

分担

記 [;:l
語 学

分館

769 

。
325 

O 

1. 056 

。

477 

O 

243 

98 

238 

89 

5中

24 

217 

51 

46 

1 05 

文学
本館 6，464 708 

小説
分2古 。440 

一般
本J自 16 ，3 y 0 2，641 

図:各計
分館 O 1，134 

児童
本1浩 4，392 1，21 6 

図書
分141 o 12 .4 4 9 

レ2 0，7 8 2 I 3，8 5 7 
合 計

o 13 ，583 

し---------- 20 ，7 82 7，440 

1 1 6 

23 161 01 144 O 

629 。 3 1，340 87 

482 375 2 1，299 O 

923 。19 3，583 188 

809 799 5 2，7 4 5 O 

1 93 O 。1. 409 35 

85 222 2，7 57 O 

1. 11 6 I 0 19 4，992 223 
. 一一

8 9 41 1. 021 4 5，502 。
2，01 0 1，021 23 10 ，4 9 4 223 

6 1 o  I 12 I 45 

01 01 01144 

1 6 5 I 2 I 25 4 11 ， 0 8 6 

o t 1 I 1 I 1， 2 9 8 

3 6 5 I 1 9! 5 7 2 I 3，0 1 1 

O 4 4 2，7 41 

731 
(移管)

988 421 
222 

O O 。2，7 5 7 

1，096 241 1，560 3，432 

。 4 4 5.498 

1，096 245 1，564 8，930 

備考 (1) 増加内訳，購入 7 0.9% ，寄稽 1 虫2 %，移管虫 7 %，保転 O. 2 ヲ6.

(2 ) 減少内訳，亡失 1 4.3% ，廃棄 7 0.0% ，保転 1 5.7 % . 

523 

1 44 
一一一一

7，550 

1，298 

19 ，40 1 

2，7 41 

4.813 

2，7 5 7 

24 ，214 

5，4 9 8 

29 ，71 2 

(3) 亡失率(亡失冊数/年献僻 x1 0 0 )， ï~ O. 8 5 仇 児 設 0.4 6 仇平均 O. 7 5φ. 

(4) 年度末蔵脊内訳，一世 74 目 5 仇児童 2 5.5 %. 

22.1 42 1 0 O. 35.1 

7，570 72.4 

2 タ71 2 43.0 



表1 0　館外活動一覧



月日 | 行事名

8 1 6 1改 り方サークノレ

251 長流せせらぎ文庫こんだん会

111長流チ ピァコ文庫こんだん会

261 中学生読jJ j会

281 子ども会夏係み反省会

H|北ノ台地問少年映画会

9 41 
1 1 ?竜坂小 5年生読整会
d 

参力日考場 所 司 容

け i 同ム乏iの文 !蒸からねずみ~悼むJ I 
1 7 I婦人会法 と蒜|ーポスター」の合評 |鯨克己

20 小島町壇上宅 川正之文化と活字文似て叫すζ話合L、1izH 持iig-.!乏，J官員

I ..g r;tJ C Illj 4.l-f.t!..<<~ ... ~'t1C 仏み中の子どもの説~I~ i- κついて1 0 1多珍川位i士山集会所 いυ 、
c言合い

'-i~~税対」の必後Iおを発表

Z考

H H 

9 I 1湯布日銀行会心室 Ii /1 

20 1婦 人 会館

80 1北ノ台小学校

z読書についての感~@発表

!ーfj3州街道 Jr効物図の一日J
Iおふくるj を上決

議J斗について必合い.よみきかせ
本の紹介

/1 /1 

図舎i溶員

1 05 1ぬ坂小学校公室 11 

α3 

61 繰 り方サークノレ

1 1 1本を読もう会

281 中学生読書会

i 0 1婦人会館
私迭の文民から 1-i5い栄 J1-絵を i

描く女l 臥切くの返JO)jj総合評|猷 克己

夏目 i款石作「明日音J の -I~命説と品合|手島修三

僧侶物語 rt，¥. Jの端読と感想発涙|図書館員

読みきかせ，説得クイズ ーー|
ス，幻灯|や まんばのに'し;」フ| 凶判員

よみきかせ「スーホの白い馬」と|
民活の特質についてこんだん |図 守館員

私達の文集から rA さんの死K 思
うことJ，-チャコ の結必式JVC つ |官 原克己
いて朗読と合計f

夏目aA石作 |ー明埼j の朗読と合評|手島修三

よみきかせ I./~ーホの白い馬 J
読谷クイズ，コーラス|図者館員

遇制誌 1-少年サンデー」と月刊吐|
の内容について話し合い ;iC; I代田 昇図脊鎗員

「エーミノレと探偵たちJni~ぷ教室J I
K ついて紹介と感想発表 |図書AI員

子どもvcよま剖;品、児語文学 Uてついて|輿椙 照，図書泊員

51 /1 

91 公民飽和室

1 5 1児童室

50 1 富士見台小学校ム日
目

ル

呑

ク

会

読

一

書

庫

サ

読

文

方

子

級

り

親

学

説

o
r

H

A

H 

1 2 1婦人会 ui1

9 1;本有読もう 会

1 3 1染地地区子ども読考会

/1 1子どもの雑誌、κついてこんだん会

1 9 1 中学生読書会

21 ， P T 'l~講演会

5 I /1 

50 1多摩川住宅集会所

30 1 国領分 館

7 ， iJJj調布農協

50 1第三ノド学校

1 0 21 1長流ひかり説呑会発会式 7 下石減~:;，~安宅 会のJ~営について~-~し合い 図書主同員
24 1講演会 30 虚i頑分J，自 私の作品について 吉田足日

271 高橋学級親子読書会 53 高士見台小学校 大川悦生作「ももの子たろう 」の
図ミーポ長，組員よみきかせとは税とのこんだん

28'~待演会 100 若員長小学校 日本の神話について 来栖良夫，図舎館員

3 1 1講演会 50 国領分泌 初等教育κおける認可定のゐり方 見事)11 道夫，図寄滋員
1 1 71 諦び {会 1 5 凶減分必 必代の映fj :文化のl旬越と状面の

佐藤忠男，図書組員表場世界について長流青葉読書会，たつま g読書会
20 西つつじケ丘小林宅 子どもの雑誌を中心、とした請し合い 図脊;;占員1 1 1 合‘同こんだん会

公民ιJキ日;室
!ソンプィクツョン」の読後 l践の発表1 6 1中学生読書会 P 
代切るに歌時 ζJの揃品 !図 書J員
し合い

20lpTA 地域議演会 1 70 I i紙小学校 ft ;晃代社会と子どもの教育JVC つ ゃなせたかし
いて

22 綴り方サークノレ i夜、遣の文集Jから参加者各自が 菅lゑ克己、。
自作のj誹'h沈を行?1¥'、合評する

1 2 1 1 親子読書会 神代団地石本宅 テキスト』てよる合評 図争FA官員

9 1 下布団町今付宅
勉強会の巡営万針Fこついて話し合

1 5 1婦人読者グループ制前会 lぅ，第 1同は U o年代の安保を | 図制長，館員
考える j をテーマ

181 二本を読も う会 814f 人 企〆 |掛て子文六，伊媒 笠の作品につい |手 島修三itl /¥ 'Ei ~(， j 

201 綴り方サークノレ 1 5 /1 1…集より l帰ってきた心J
菅原克己|ー ポクは姉のチピですJ

21 1中学生読者会 1 1 公民法相室 反省会 国苔館員

81 本を読もう会 7 婦人会合 志賀zfzrtJ死と新しい母J 手島修三

1 01 殺り方サ タル と 一16 1山 11 宅崎集会所 1(卜轟の私「諭速タの文集より「私の仲よしJ I 菅原車巳
立ちJ1:登山J

L.~| 多摩川団地婦人制 二~I~~)i l住 ?訪LTマヤヂリゴ~_~)I凶相良



N 

Cコ

N 

月

2 

:f'I 4~ 名

23 日本針布読書会

H 子どもの本をS奇心会

25 文学故歩同好会総会

/1 1 ，待演会

"中学伝説岳会

27 高i母学級A 努会

31 緑ケ丘小学校 5 年生誕ゆづやす指導

5 本を読もう会

7 液つ方+ークノ t，

13 多J挙川何人読書会

1 4 白話相史をどよな会

1 5 読書指導について

1 6 
富士見台小学校 3~三生

読書動機づけ情説

1 7 たかしよいち品演会

22 中学生読書会

23 前演会

26 討演会

2 2 7 Iかけひ読書会

29 I 講演会

3 5 1 日本針布読普会

6 ，今村読書会

11 1第 1小学校 5年生読脊!劫機づけ指導

7 ， ;綴 り方サークノレ

11 I講 演会

8 ，背業読書会

9 I子どもと読書

1 2 ，高僑学級読書会

11 i 本を読もう会

13 ，多摩川読書会

1 6 ，若葉づ母校 5年生茨存動機づけ指導

22 I中学生読書会

27 ，金曜読書会

所 内 ヂf三~ イ蒲 二島

5 針布クラフ
11局武郎{乍「耳誌と3 文 j の焔_~:fê と詰

!三l~r- i浩氏し'合L、
15 児主主主

マンガのfおj語斗学の本， ノンフ
11 

ィクジョン，伝記，詩K ついて

76 公民涼み~ i';g笠.a' fl一長，j浩氏

中。 11 l師一山つLdld 口清之

i I公民府地 主主井栄作 r:l，品益 j の剖r-dtと論合い 図15 必兵

53 tt"士見台、小手ニ校
小泉八雲全土j訪当ら，-のっぺらぼう j

11 

のはなしと本の紹介 l 
40 紙夕丘小学校

導入c.先占クイズ)
本の内;谷紹介(民"品，神話 ，創作)凶お館長 ，ti官民

志lU!'f哉短編集から
5 婦人会主宮 r城の崎にてJ 手鳥修三

1 0 /1 ，-私達の文集Jの朗読と合評 留民〔克己

8 多摩川住宅集会所
日本の火性弘:から

図11;館員
rH 本のJfj j! flj 翰 UIJと母系氏峡制l

1 0 下布1:8町今村宅
.rfJ不 Uj 乏から rl 改党政治の危ti¥e j v<ι 

図書館長，館長
ついてj詳説

300 第三rJ母校
家長における子どものuffiせ:揺導 K

滑川道夫
ついて

50 富士見台ノjφ 校
主導入〔北芥クイズ)とよみきかせ

凶書館員
本の内:&:~{j介 κついて

7 6 H 汚古学の世界K ついて たかしよいち

8 公民婿教室
山本有三作品 ，-竹j の1倫品と討し

図引館長，館員
合い

1 00 保恵学|謝講堂
子どもの本のえらび方，与え方に

酒量:j)竹彦 ，図羽織yt
ラパ、て

50 調布学|週 日本の?申請と歴史 κついて 米緬良夫，図書鵡員
一一一

1 0 11盛l頑都営住宅綱)1'宅|宮沢資治作品の論議と話し合い |図書館長

100 ド染地幼推圏 |幼児の 総本について |中川李校子，凶書館員

1 Q*~*7.-l.，"'"有島武郎作「める女J の論説と | 
8 I日本針布社宅 |解説，話し合ぃ i 図書館長

8 ，下布田町今村宅 。昭和史から r満州事変JI' Cついて l

|話し合 い

40 第一小:学校 4入， よみきかせ，本の内容紺ナ |図 ~ii十館員
κついて

1 2 I婦人会館 私達の文集より詩 「母の活物」 |菅原克己

100 I劫系銀行会議室 日本の民ぷについて 1斉藤隆介，図書館員

21 I婦人会 E富 反省会

20 I八雲台小学校

40 ，富士見台小学校

5 ，婦人会館

7 I多摩川住宅集会所 H 

40 ，若葉小学校 ー守一・
11 

1 3 ，公民館和室

15 I児童室



附１　　現代の図書館像を索めて
（雑誌ひびや1 0 1号所或）

1-　問題の展開

　私がこれから簡単にスケッチする図書館活動は，別に新しいことではない。自明の理に漓する

事項であろう。それにもかかわらず，敢えて報告する理由は，これまた簡単な事実である。即ち

われわれの人生においては，わかり切っていることを実行することがむづかしいのだと。

　図書館とは何ぞやと問うことを，私は常にくり返している。抽象的な図書館の定義を求めて問

ド

館の経営を任せられている，私の任務，困難な様々な条件を克服する方法の発見，流動している

都市は生物体でもある，市民の意Mも要求も広範で，流動的である。急速に変貌する部市化現象

といったらよいであろ‰図書紀は，自治味の社会的変化と無緑であっては，存在の理由を喪な

う。寧ろ,この変碗し，生成し，外側からみればダイナミックな混沌たる現実を，内在的な論理

によって促えることのできる経営方法の発見に，現代図書館のレエゾンデ一トルがかけられてい

るといえるのではないであろうか。

　これは, もっと具体的にいえば，市民による，市民のための，市民の図書館を創造するという

ことであろう。リッ「力一／が，18 6 5年1 1月，ゲティスバーグで演説した，有名な文句を私

は現代図害姻のぜ営の基本理念に据えた。

　「この国家をして，神のもとに，新しく自由の誕生をなさしめ，人民の，人民による，人民のた

めの政治を，地上から絶滅させてはならない。」とリンガーｙは述べている。

しかし，このリｙカーンの政治理念は，必ずしも■地上に実現してはいない。しかし, 図書館に

関する限り，アメリカは，口本の，市民に嫌の遠い図書岫の存在と比較するなら，市民のための

図書館が，アメリカンデモクラソイの基底にあることを疑うことはできまい。この一つの例証を

ノーダ■カロナイナ図宍館協会提案の公共図書館についての方針の中の次の言葉Ｋ伺うことかで

きる。「,ぎ,想の自由競争にその存続がかけられている社会において，調整，刺戟に必要な，独創

的で，時に正統的でない　批判的考えに，探求心の侍主がめぐり合えるような場所を提供す乱」

という規定の中に。

　図書館か思想の自由を砦として，市民に自己教養の場を設け, ｛i坤的な思言を形成しうる機能

を提供できなければ，その社会の存続に期待をかけることはできないであろ‰しかし，我々の

住む社会は，デモクラソイの機能し易い，古代報市il家やポリスではないo 極めて多くの思想が

混在し, 牧養や生活水草に大きな落差をもっている，多面的な階層を包含する，巨大なマズ吐会

である。

　社会学でい５大衆社会であり，朧報媒体の四通八達した隋報社会である。一つの社会の中に，

これほど多くの矛盾をかかえた社会は，これまでにはなかったであろう。

　この矛盾を自己の矛盾として認識し，混沌を自己の混沌として内包し，而もなお，時代を先取

― 22 －

りする磯能を発見し，不易なものと流行とを弁別し，現代社会におけろ図書館の存在意義ぼﾆ確信

をもち，現代図書館の副造に生會を渚ける隋熱を，白己のうちＫ発見することなくしては，回害

誼は，巨犬な現代の波溥に，遠く押し庶されるのみであろう。

　我々はこの４月，束京都の公共回宵館の振呉施策として「回零館政策の課超と対策jとい５，

禎期的なレポ―トをもつことができた。このレボートは，図書池の現状とその問題のなかで，都

民は回宵池サ―ビスを望んでいると，図書館への盾在的な旺盛な欲求を戻起し，回寓諮は､欲末に

こたえているかと白間し，吏に回書は十分かと反省し．尽仕する専門職の欠如を，阿言館の専門

戒（司書）が配愛されているかと表現し，最も大きな欠陥である図言舗の不在を，身近に順貢館

はあるかと，鋭く聞いつめでいるoこれらは何れも，都民（市民）不在の現代の回書館行政の欠

泌をついた問いかけであり，この対否として，くらしの中へ図書館を．都民の身近かに図俳館を

と痛切に訴えている。市町封の図書詰政策においても全く同じことがいいうる。

　このレボ―トは曰本

2-ι問題へのアプロ―チ

(A)　実態の把握

　市民が図書館Ｋ対して. どんな行動゛ターンをとるであろうか。市民の居住地域や利用層の分

折が我々の出発点となる。そのために，入館票を利用して，居住地域別の分布統計を作成した。

またどんな利用者層であるかを職業別に分類した。この結論は，言うまでもなくおよそ見当がつ

いていたが，我々は自分の市の実態を数字によって把まなければ，第三者に対する説得力をもた

ない。この結果，数字の示したものは，市民の行動半径は，ほぼ，所在図書館の周囲1 k朗梱に収

斂されることか確認され，この行動圏をモデファイするものは，交通機関などの利用である。

生活動線の上に図書館が存在することが必要な条件であることが確認された。iた利用者層は，

学生に偏り，子供の利用か比較的多く，成人は読書慣習のある層に限られることが明らかにされ

－2ろ―



:舌 iJJ}) の展開め具体的方法(E) 
た。これから結論づけられることは次のことである。

市民の日常の生活団内に分滋を鐙て， 図ち必t主計7L己/)も

の(f(ならな L、。市 I乏の妥求めるとこる VC(ま， ζ ちらかう山向ムその要求~C . 組(故し ，

せえEければならなL、。 ささに，市民逆効を媒介県とせねi工ならないと私が注ベアニ心は，市氏のi当

顕伝1ヒ3

手を洪L、ていては，分p露首司が完成するには以年乃至十年を要する。その間，その行動径をはは 1 阻Kおさえるこ と 。~Ilち中央

館を中，(，{tLして 、市内全域全分館のネァ トサーピ スを覆うこと。

(ロ ) 各鴬えは，子供室を必ず設けて，子供の時分に説議習粛をつけるようにする こと。(調

布は，属中央銀に小さいながら子供室がえ支げ られていた。 )

ぱ
い

必Jli.hという流れとな「たとき ，それ、主土見ji1のj〕をもち

読者ー会を相γえし，指導したり ，

また文化への欲求が組誠Eされ，

うる。凶苔鴻員は， .~.~浬ぞ選'~}t.c ど κ秀れた能力をもっと共κ

言:滋への，

成人への仰ye かけを次盛的κ行ない，不読者J笛の開拓を行なうこと。十1
各種の L~'-~~':;;'刊行事を企画し実行しうる組誠司包土jをも身κっけなりればならなL 、。

この任務lて耐えうるもののみカ現代の同:ヰ然奈仕 V(謀されている任i;Jはd 大で重L 、。しかし，

呉;の令{土者として，市民()1~泌をかちうるのでゐる。われわれは， との双題にこたえる端緒的な

組改活孟むをf次のような彩で行なっている 3

関〈きi砲K 眠らず仕事化遂行するためK は，プランを樹てることが絶対必要である。特に従来の

図書法奉仕の概念、は持態的であり ，建物却図書滋でめると考え易L、。図書館を，建物も奉仕員も

資料も一切含めた，奉仕のための経営体と考え，動感的な話イ土( サービス)と いう価値を重量みだ

す有放的な機能体( オノレガン) と考えるべきである。このま長仕と L、う価値を，すべての市民K 平

図脊銘プランの作成(劫

zi'加人員約 1，0 0 0人 .主見子読戸士会の;f]:i ;j 足立活llO..・・ 参加グノレープ22， (イ)

地域文庫への.rtし IHし活必・・・・文ぷ欲5.iロ)図苓館プランでめる。自 らの自治体のおかれた条等に分配しうる機能を梢す計画を倒てるのが，

PTA読寺会の組繊十すこの図呑議プランを，笑態把磁の中から作りめげる ことが必要である。我h は，件をよく考え，

小学生κ対する il 先♂ーの助機づけ指導t斗その実現のためVL ，客観点な見淑図を画いた。詞布市図帯責l~ プラ Yを作成して ，

(c) 専門職員(司書 ) の録保 i力松長づげ指導をする。

-・・ 参加校 1 5 伐 1 .5クラス

クラス単位にクラス員数の本を選んで貸し，

L 、か K よいプラ ンをもち，分台t綱を作っても，港仕するのは職員でめる。我々の図脊絡は，全

く飴成をもたない一人の女性司書と当時事務助手κすぎない男子犠員の二人で出発した。 180

中学生 1クラス計 4クラスの毎月 1i9Jの読合会

与え方8itf必，請し}]#iP乞などc各種講座の開催・・ ・・民話諮必，子供の本の退ひ万，

ノj、，中学生誠子?会の定期的嗣 itti

f氏中，肖各 lクラスづっ小学校，

1オす

(ぺ

綿入学級へのE愛j功

;f J りブJ教室の崩イ徒主呈u民会，俳句会，

各{重文化rWji賞会，時局a:~fi守会の!山注

文学散歩の尖ffcl

成人説存会のl~~ !iさ ，(ト)

t升

(i)) 

(.x) 

坪の分館規棋の奉仕焔ーっとE災害l:J:. ，寄贈を含め，儲か 6千{惜で出発 した。私が館長として識に

就いた時，成務 1. 用務員 1，上記 2名の駿員の 4名にすぎなかった。私に与えられた持駒は上

記の 4 名でめっ t~ c 私に何が為 し うるだろ うか。味方が劣勢の と さは， 厳しい トレーェングK よ

って，精鋭を作る以外にはない。教育 と実践を通 じた使命観の創造しかなL、。その後，市は専門

職採用κ焔み切り ，現在は，司菩織のみをかなり高率な試草食によって採用している。すべては始

めから精鋭ではない。しか し，高い理;習に燃 えて， 奉仕の使命に貰かれたJ除易，日常の厳しL、実

践のみが椅説を作りだす と私は信じている。無資洛者でめ った職員も，苦 しい講習に耐えてみな 製本線沼会などの開催同

その{出， þ;主持活長二百員による地域での話し合い， 読 i~I旨 t弘前演会などを実施.i7) 専門職 としての道を歩んでいる。有資格者となり ，

(nl iJ d 合，:)i E.i: i主必，，'iJ 1協議会，日比谷出 ;.lt tl占，このほか，小さな認の活劫の不足を力パーするため，
図存館官i怨、の普及

l~gJ) してくれてL 、るなど多〈のfみ五がjえλ・を主11; 将し，;元売ブッククラフ;

ことも見逃すことのできない力でゐる。

本子ともの本研究会，幽者館利用に訓れている市民は，極めて蛍

かである。!沼会銭利用か ら長 く疎外されて きた市民は， 図書熔を利用する償習をもたなL、。

図幣鎗は奉仕すること によって， 市民に必要 な価値を創るが，それは市民が利用するという実践

図書館は市民K とって必袋な存在である。 しかし，

既設 31 自~i~長以下 1 3 人，崎町~hはしている 2 つの分見を含めて，上記の活動を現在次々は，

の準仕と併せて，宍 /1 起してL、る。労力不込と 14 司ii 古以来 5 年の棋史の浅さは， まだ我々 (tC i舌~j){( 吃

分κ反日Hさ包る能力を与えていないが. 圃稚な実践活必のな内、tζ ，新しい方向をとみつけだそうと

行為によ ってである。 また図呑館は市民の要求によ って剖られるべきでゐる。

して尖i淡を重ねている d

しかし. 図書館，思煙、自由な市民の利用を基本の原則とする図書館は，強制することはできない。

が市民κ惨透しないi浪り， 副書錯lま実現しない。この矛盾を解消するのは時聞がかかり，困難で

あるが，広範な鎗外活動の展開， J猪員 K よる徹底した市民への奉仕，講座，

民の参加によ って， 徐 々K 組激化を進めてL 、る。

講演会などによる市

今 後 の 諜 題 と 展 望3. 

全守民の|習脅迫分館M司の完成を年次計 I盛で笑現することを通じ，

R
d 

円
ノ
』

我々の現在の仕事の中心は，
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利用をかちとることでんる。現在 2 分活力、尚筋し， 4 6年度には更に 2 怨，合計 4 分館が業務を

開始する。介;沼のサービス人口は 1 万 5 千~2 万程度であっ ， 政技能力は平均 2 万前後である。

各種の制約からこの程度の誠元:f， iE力と 70 坪~ 1 00坪鈎後の分泌の規漢でめるが.この分館7. l唱

の完成はostu49年度』て見込まれており s この J- t過しは咽真誌ではなL、。とれが完成すれば，登録

人口は，市・上との 3 0 % を必すことは縫突と忍われるつ点在本婚と分立自を併せた年度末の盆録人口

は 2 万を唱すことはli;信かで-~る。その人口 κ対する比率は 1 5 %近くに達する。従って分沼品

の完!況は ，全市人口の相当程度の読手:人口を唯'保し，恐らく子どもの場合 tては，ほぽ全員が登録

するものと官、われる。我々が現在特K子どもの翫f~?VC力を入れているのは， 読書習l貨は，幼時か

ら〆ド学生低学年までに安うことが必要であると L、う笑践から導かれた結論によっているつ

と同時!f(， 説 _L! の質を高めていくためκ，J:威 ~B=i構成の充実， 奉仕綴員の訓練などの重要問揺が

蔵されているο また必K 秀れた図，tFe.iJ;iが実 ijfg しているように盲人や病人，老人などに対する奉仕

が考えら l1J:-(j- rtl まならなL、'Ii: vc.1霊妥なことは，説選援J} lVC恵まれない児主主への奉仕を棋極的

κ空基調することや，学校思1ほとのより密接な街秀なども大切な誌逗となろうの

地方自治体の財ぷは怨皮1<:貧必であり，恐らくどこの市町村K おいても，図挙it1自にささうる予

算，$.#るしくほられているでめるう a それκも何らず，私は，現在扶々が行なっている調布市11:

.tける凶今 I法活劫は，決して特伐なものとは考えなL 、。むしる，我々は努力の不足を反え，容易

11:\~~しな L 、成来の泊κl民息することが少なくなL 、。

それ程，日本の凶二与もiigt~í1困惨な謀必を山 lまどかかえているのどこの市町村においても事情

は大同小異τであるう。とすれば，いま故も大切なことは，国主婦を真κ利用する市民が図書;11の

必要性右声品く止i十び，各自治体は. それK 伺らかの形で応える用意たもつことである。

必は平沼ではないが，tilJ りうるのでゐ為。また忌1] らなければならなL、。東京都の直樹的な図書錯

振興策の出現は，次々 K希望を抱かぜるに足る。 l弱者情人の内1則からの管起と市長己話勤の結合に

よって，日本の凶苓i@が現代の耐難な時代に耐えうる存在となること を願わずκはおられなL 、。

(調布市立図守強長)

ぷ
U

η
ζ 

附 2 調 布市の図書館づ く り

(雑誌市政 1 9 7 0年 10号所載 )

全l亘市長会の『市政Jl 11: ，図苓・3官づくりについて書くようにと，貴重な紙面を与えられたことを

私はなによりも感謝します。その淫由は，図fZF館というものの最も基本的な形は，市民図秀館でめ

り.いわぽ図苔必の i京誕ということかできること，そして， その凶手ttð~つくる鍵は， 市長の手の

中K あると思うからでゐりますo r.艮られた紙面では ，現在，私どもの構怨し. 建設しつつある図苔

lOづくりの全貌を明らかKずることは困難でありますので，焦点をしぼって述べt.::.¥' 、と考えます。

国主子宮古行政lま，従来のわが返jの地方行政の中では，あまり電きを置かれてまいりませんでした。

行政悪要が乏しかったからなのか，図書鎗行政というものが他の行政より軽んじられてきたせいな

のか，おそらく，そのいずれでもめりましょう。図書錦行政(j:文化行政に討しますから週さ必行

政の径視は，文化のi経視であると私は考えてまいりました。もちろん市民の第一次的生活欲求て・あ

る. 生活環境生整えるための行政は，ゆるがせκすることはできません。道路や公害問題などκ象

徴される市民の生活援必の劣悪さは，乏しい地方財政の忍戦苦菌の表現でもめり主す。

したがって，社会資本の者績を怠ってきた，わが国の社会猿境の下では，市民の文化的欲求κ財

源をさくことは!週難であったかもしれません。政治的効率と L、う立場からも，文化h在ft&の建設はあ

と空わしにされがちの迷命にあったといえましょう。こヲした現実の背後にある考え方は，ひとつ

には文化というものκ対するぶった考え方と，図脊鎗というものについての古い観念の支配ではな

L 、かと，私は考えていますったしかに文化という泊象的な概念は，行政に結びつきがたく ，その行

政効来ははなはだしく迂回的であります。しかしながら，私はここでひとつの歴史的事実を智超い

たします。明治走行政府が教育κ託いだ努力と q没後の波府ならびに諸磯崎が教育に対した強度を比較

するとき，思いなかば K すぐるものがあると患いますの戦後二十五年の教宵の戎状は，みらるると

おりであり，この原凶は，故後二十五年のふみのもたらしたものでめります。教育は，その椅神も

施設なども含め，文化の板底iL存在しているものであります。

教育の効身告はすぐ況われるものではなく ，次の世代κ崩して待つベさ仕事でめります。文化塊象の

特質でもゐります。しかL.，この借援を怠るとき ，その結呆のおそるべきは，心ある為政者のよく

知る とこるでめります。高度成長と物質的繁栄は，精神の空洞化を招L、たのであるかもしれません。

図を書館とはなんでありましょうか。古い図帯鎗の鋭念では，図書:熔とは窪物であり ，市の公開な

どの閑静な場所κ設備される勉強室であります。また歴代為政者の記念縛的な存在でゐります。

たしかに一面，立派な建物は文化のシンボノレでめりましょう。しかし，市民が近づきがたく，一部

の特保な市民しか利用しえない図書必κは，市民国令官古の名を冠することはできません。私がここ

で図議結と呼ぶのは，すべての市民に利用されうる条件をそなえ，現代の市民が自己教養の場と考

え，人協形成に役立たせ，多くの必妥な情報を手κ入れることのできる設備でなければな りません。

その図呑錨とは，単なる袋物ではな く，設備と奉仕する情熱をたたえた図帯館職員と守返された資
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その潜在的要求ítlïの生活要求ほど直接的ではt~ りませんが，ん。文化行政κ対する市民の要求は，持の三::f.fが i.1Î.完投ー f.:t;:となった有t~i的品営体役さします勺城代のごとき，人間I掲係の復維な ， 情報氾

濫t時代1((こおいては，世子むと好まざゐとにかかわらず，市民はとこかで「!?械を入手し， ;選択し，自己 これからの行政のi耐直が間われるのではなL、かと思います。なぜなら

文化的要三去を欠いた都市づくり‘主，仏つくって魂入れずの羽であろうと考えられます。たしかK，

図ふ:古づく りをしてゆくことは，財孜1需要のみ多く ，資金の佑渇している地方自治体κとっては若手

をいか K 実況してゆくかに，

の判託宣もすこなけれ;まならなくなっていますe きわめて I~れている図二:ぷの存在が最近注目されは

とめて主たのは，とのよう 7五時代の内<t;:>&， ~く反映しているからではないでしょうか。

調布市で行なっている図書沼づくりはけっして例外ではありません。

財政が豊かであるから行なっているのではゐりまぜん。市民に役立つ!万完治'づくりが，市民 κ支持

され，市民に歓迎され，それが，やがて市の精神のツンポJレとなってゆくことが確信され宅す。

条件のらがう市町村陀品布市はひとつの例を提供するにすぎませんが，

しかし，易ではめりまセんじこのように定義喜れる|週五 :u 'dとは， とーんな条件の凶古ーi沼でしょうか。東京都は，先どる，

「也市:ぷ以策の持Jiと 対策JとL、う報告な公にしました。この中心

さて，

公共関与:去の依夕暮 1@策として

対政の乏しい市町村κあっ

なさねばならないというモヂノレを宍喰的κ推し進めてい

ると古、います。拙文がL 、ささかでも日本のすべての市町村のi迎会iuiづくりの参考ーになれば幸いです。

ても，主晃代のi羽':.t造づくりは可能であり，

+巾

凶ミヰ::{t{{:利局者の0J態調査κょ

ることてゐり，

こう L、う考え方は， 主だ ， わが凶では呉端l司~ ~;ilÍすることと段府がかかるのではないかと Lづ財政

どこの市でも容易K 〆tf手するにいたりませ:ん。調布卜 11K おいては，Us和四十大洋まで

』て lぢ内に八つの分J41を建設し，このヰト:;'11:~~の華備によって，すへて市内 K}i!l-住する市民が歩いて図

件泣利用ができることにltります 9 現在すでに二分J印、凶ぷされ，

.. ゴか建設されるー予定でめります。また，f也悩の高h告から単独でPIE-てることはl週撲でゐりますので，

原則として，保可制の二階vc:併 ftE iJ ， その iJL.j美は七十坪から -ÉÍ~二十T平程度のものであります。

この分焔 í((S.必す二子供認を設置し ， 子供の守先手;:-~:J'tを養うため ， 専託の司存K よる苓仕を実施して

います。也次官はとi也誌を i徐け~ 1::，一千万から二千万の範囲内でよコり，成 i以濯の調布市では，けっ

して容易ではゐりまぜ・んが，去の投長幼呆は住めて大きく ，成果をあげています。

l;;~lヰJ12li，あらゆる設備をそなえた，検討Eの高いものに I~ しにことはありませんが，

!日系が低ければ・こ立。呼ちぐされでゐります。それよ りも，現状では，たとえi設備は小さくても，利

i:fl主主・乃!おい ;:2{j 砲を多くりくり，まずなによりも市民にi盟主点利用，'c. .1， J熱しても bうことが必要であ

ります。そのためには，記念炉型的7工大ぎな進物を挫てる HIJ I'L，市民の生活::lj K分必梢をしさ，成後

に市のツンポJレとして，講座なとを毎臼閥誌できる設備のj去った本a自を建てるのがI1隠序でゐらうと

忠い交すn さらに1ft)布市の特飲として ，淫して利用者を待ってL 、ては， 容易 κ市民か凶告J~自 κ近づ

き三・せんので， .遼 1持1也への接仕の ために館外活必>&'活発vc:dî~~ していることをめグておよいと忠い

ます" r有i':， iη{ "g.tElJ Ji，;: .fU用意欲伝説在化する活必として，分以内司の整備とともに，組棋li号J方を行/よ

っています。これりり多面的な活必をすることによって，様々 に市民のr.. ~Vc.@さ必への白か同カ忘れ

市民の利用しうる I;g] cjij:i~の イ メージがつくら才Lつつめります。

このような構思を笑刻するまでの過程は，

的見地から，

さらに二分

もし市民の不iJ

(ctc る考え方は，市の全域Uζ わたって市民にサービスするため，中央l溶を中心に，地区分L官官各地

域 V(I 建設し，ゐわ注て児弘治を:を {j 討すること・でゐります。日本の図;n.- j江i行政にあっては面制的な

計画でめり主すか，すで('c.欧米先進i週におL 、ては ， 尖現されている 信イ土体制て~lo ります。

日ì~ 布，b"ι;!ù \，、ては，L，fl和問十一年六月 I l.河合宿が胤泊して以来，この新しい況代の必舎錦織怨'.rね

り， 全l市有を分ム勾沼禍でtお。o示おj う陶ニ.:.i 人J

:見占の広凶 .:i:; い.VJahJ命去立に対する行:劫訪之半手必 i，はほ 1!¥llJ，舗内 ιわることを{;'lli，認し ，

って，成人の凶:!.i- f清利用は，少なくとも幼年時，学生時代K 説 .:H の習はを有するものに眠られるこ

と守旬りました。この :lrl~1J:ーのぷ昧ずるものは，市民の居住寸る生、舌行主b与請に. t泣?弘 .Jiの分 e去を雄て

さら K 子とものdf 子;亡力在 i主がなければならなL、と L、う絹論でありますu

i珂fJ.L]寸ー六年度1'( ¥1.， 

n
y 

つ'ι

不可能ではめっませけっして容易ではありませんが，

Q
U 

今，
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附 3 集団読書指導の実践と論理

1 . 　集団読書指導とは何か

集団読議は公共凶議 Ji g~コ読方遅刻の一つの形態である

集団読書i室効のための条件

公共図拝借子とも室の現状と任務

5.　調布に.おける袋印読長?の実践

イ .調布市のおかれた状侃 (地域の 分 析 )

ロ .市民の働力をうるための条件 ( 市民的誘導逆効の展 1拐 )

ハ.静認的図 {_~f J諸活動から幼 f@ 的図書必活動へ

ニ . 来同~充 #κ 閣する市民の反応、

ホ .公 共 図 書 調 と 学 校 図 説 飴 との品力

へ来!諸説~}の実践

A. 長流文庫 (謁布貌子読 L:;: ) 

B 学級文 i濯の劫織づけ指導

C 子ども読 F' 三会

1 . 　集団読書指導とは何か .

集団1託子よとL、う言3誌は，一種のI杉容矛盾に思われます。

もし，討議という行為にポイン卜を置くならゴ，読ミキとは. 文字どおり本を読むととですから

一人の入閣が一冊の本氏向うと L、うことが基本のj移譲の去でゐりますc

4>=を読む行為は ，本κ?怪かれてある内谷を把むことですから， 個人の禎返的な待神労働力1主体

となり主す。ですから，集団で読書するということは，どんな内容を:ま味するのか。またイijJtJtc~lさ

凶jえみと L、うl持母来it， 概念、が発生してさたのか，その背骨そが明らかにされ， その百凶が確かめられ

必ければなり主せん。

まず染[:，[ 1抗言?とは ，どんなことかな定義する以前κ，或突の読者形態のなかで，私たちは，

んなことを祢して，よ長l必説蓄といっているかを考えてみたいと思います。

ど

矢田誘引の発生を考えてみますと，鹿児島県立図否認で始められた「母と子の 20分閥説蒋」

のように，一つのクラスや学校が単位となって，公立国議;誌が本を供給して ，母と子が毎日 20 

分fJ，l jとL、う短かくてもよ L、から絶えず読苔してゆく ，或いは子どもの読むのを設がl埼くという形

の読討が考えられます。この方式の説警は，多少形をかえても， この裂をL京裂として，各地κと

り入れられております。この場合の説"l~は， 子どもが， めいめいK或いは子どもと母親との共同

作菜として，本を読むとL、う行為ですから， とれた集団読苓i去のーっと考えますと，この 「集団j
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とL 、うのは，抗議行為への導入として，学校文はクラスと L、う集団の場が. 読君ーへの導入の手段

として考えられてL 、ますc ですから「集団Jという形容司の中剛、よ読主主選境の創造の場として，

長田である学校予クラスが考えられています。抗告する行為の中味よりも，門íG-;J..J~行為へー毛るまで
の必としての，条必が考えら.(Lています。この‘易合， クラス巣[J:Jや学校渠団を P T A+ 長l却に置さ

かえても，集団説喜子法の統念は変ら7μ、でしょう。

公共l当荏tg が，不読者，tiの凋尚ーをめざし，説秀行為への導入の手段として. まずf主同化されて

いる学校やPTAを煤f本としてとりめげろことは，盗めて当然、のことと考えられます。この場合

クラス単位が最も望ましい媒体でゐることは，クラスが同年令のホモ集団(ホモヂニアスグルー

プ)でゐるからです。従っ 'C ，忍ばれる書物の問認や読主二指導に. 一つの基準がたて易く，かつ

能率的であります。 PTA来日になりますと，その偽成メンバーはヘテログニアスであり. その

流千五:方法は複雑で ，~維になってまいります。

学校やクラスを媒体K しない場合， 自発的な浜国としての地或読者会(地域的な地縁集団を単

また公共図書:.::t Jの独自の諸々ー推進活助として，親子説弁会(同じく居住位とするもの)がめり，

地の地d 集団の組f鋭化 PTAやクラスなどのグループが媒体になったり，団地などの同様が媒

{本になる)などがゐります。

本来，公共図'fU: J1の薗有の任務は，柑選された本を， ~t~i 2;:r(f(ζ常置し ， また団体貸し出しとい

う1彰などκよって利用者に供すること K ゐります:。しかし，図手 ?g活;劫劫の来或糸 悶pF鎗数の不

足， 図ミ~ F:~占利用の不活発など . 様々な混状の下では不読者層は広 :必に存在し，図"1:;;'古利用はごく

;浪られた状態にあり主す。この;現状を打必し，積極的な説記活却を展出してゆく任主主を ，現代の

公共団ヲ;宕は狙ってゆかねばなりません。

地域Uζは，凶"~{~J利用者でめると否とそ伺わず，広い高充当グノレーフ"の存在がめり， また活劫し

究いる流拡サークノレも少なくめりません。これらのグループやサーク Jレは，時には一両の本企論

d売し.合汗会などな行々ぃ . 提出的な説持活必をしています。然し， こn6のグループやサーク

ノレを後団説話とはー岐にはl呼びません。

このように考えてまいりますと， I-J 込団説者JとL、うのは， jvt ~}行為そのものよりも . 公共図

長民主などが1ぷ介者となみ説ー詩活動彬恕における，社会的な込I曲綿H-充分Vζ 生かす品兆三15 へのみ入

読谷普及活必の方法と考えられます。

読議するためκは，かなりの持説的な努力が要求されます。そのために直人個人κ，ただ本を

よめとすすめるだけでは読も:行為 κまでは達しません。何等かの導入の糸口をみつけ出すことが

必要となりますc この点から，社会集団のもつ磁能を充分生かして，読税へいざなってゆくこと

が必安K 必ります。

従って，J奏団i読議は，呆胡読寺金すすめてゆく選勤の主体となるものが必妥であり，それが公

共闘存必や学校図脊;冶 ，さらには，説持研究集団のような社会臨調がその役割宏κなうことにな

りますo .5起に . 渠材となる図をの供，.含が充分 K できなくてはなりませんし，集団読書の対象を組

議したり . 学校や学級を集団読詩の場として従えてゆく活劫が必要になります。
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¥ミ同誌白山旨 1よとは，このような F工会的な J陀団の説:<1 お宝劫κ対して，公共@妥 uBや学校i盟主 d の

司3F ，吏vcはot1';'指導の専門家κ主る， ;流誌で方法の意義づけや指導 をさしています。

ιフi:」つみ:~づ.1"と呼ばれる t涜守指導は， この材陣に入ること κなります。

東京都武ば野12J‘小 ，1î公立小学校の三年生を対象にする長~fõt~i}指導は， ヲ，

'-

の典型的なものでゐり土す。武紙野凶 l'\ぷでは， パスで全市の小学佼三年生を幽千!"，~VL 招き.各

クラス K 貸与すろドの紹介を専任。η:sJ :!i 市によって行fぶっています。紹介された本は三年の試主主に

泣かれて，次 k と子どもによまれて :/..Pきます。この効果は者るしく子どもたちはま民団指導と流持

によって，託，."'~の習慌が妥なわれてゆぎます。

A 布n- i11[おいても， 寸〉告の学校の:手放 K 付して， I~':L]員によゐ)Jl，~~づけ I旨叫が行なわれてい

ます。図平L':j'lの}専íf議えによる学級対訳:J)J~，とトJj 議・;.m "'J-'主，恐らく調布市の lヨγ 与をもって樋矢

2. 

と寸ゐのではないかと患われ交す。

ー名 ρIj花、i干は公共 i通弁試の説当送 i!Ih の一つの彪態でめる。

it~i ガ誠一すと L、う方法が何故劫呆が大きいか。このJ見tll 諸手;は，主R.在で Ii.実験過棺を必て，その

実純の効，~7'l;ぷかめら 1.1-ていま To 百日立教育研究所の実験ぞ，各地の l盟主民および学校κおけゐ

主.として小 学校三年生を対象とする ，来団i'I L::} 舟ミヰκよる成果が報告されています。

Jよさ団読ー守tつ方法は決して放f.与な理論を ιち，t玄近K なって柑発された方法というわけではない

でありましょう。

学校れすκ1ò~ 、て，:t， ことκ集団による数百の長期 VLg る実践が積み重ねられてきています。

学級経'i ぎり f文脊理論によって，学級魚団κおける各種の授業は，f1lI k な効果を産みだしてきてい

ます。投古玉虫論は究極的にはこれが最も正しいという 11: 吉論をもちえないでありましょう c 何故な

れば，-1):i-Jそのものは本来吋定観念Kよって縛られるべきもので・王たく ，常I'L変化に対応、し ，人

間性立p.び κ人iij]の樽在 fl~力崎会の無限の可能性κ吋して，鍛え直されてゆくべきものであるかb

であります。

;元手;与と L、う訴訟に対して， 今日まで重ねられてきた学級集団経営の方法や理論が適用されなか

ったわけではゐりません。然し，~xfヰー i以外の 1劫κ， 子どもが自ら接しそこから 1対的な分探

を主主み出してくゐ手校L'1寄与d利用や公共図;~.~d利用。分野においては， 必ずしも成果をあげてき

たとはし、L、えないでしょう G また遅れた分野ともいえましょう。われわれは戦争前，己:くと Lづ

実践行為を通じて，子どもが自介自らをまたその袋境をリヤノレκ認識してゆく「生活綴り方i辺地J

の〆岐をもっています。恐らく 1-;，1べ」とL、う実s.: 1桁為は，たとえ無意鵡でめろうとも f，先む」

と L 、う行為を伴なっていたと考えられます。繰り万i~Jbは， 子どもたちI'L，人 l首1の社会的存在の

~~irRを q主え， 自らをも含めた仕会K 対する批判的な清仰を培っていったでしょう。読むという行

iわによって. 自らが表現しなければならない志怨表現の言援を学び， 自分のものとすることな し

I"(fよ ，1)反り方記長bとL、う表現行為iJ:容易ではなかったと思われます。従って書く行為と読む行為

は *来待 1旬的にも空間lポjκ も同時的な行為ではなく ，その実践の認~~話命的怠味も異なりますが，

-32一

子どもたちの尖践の中では，同時に学びとられてきたものと思われます。

戦後においても，この「生活綴り方迷勤」の流れは，秀れた教育実践として「山びこ学校」な

どをうみ出しました。また学校経営の実践として. 「島小の授業」の如き，高い水準の教育実践

を生産してきました。私立学校K おいてもユニークな成果が実現されてきたと忠われます。

日本の教育の正統は当然のことながら学校教育K おかれ. その実践も理論の保求も学校を'F心

として行なわれてきました。然し，その秀れた面を少なからさるもつ教育課径の中で.子どもの

自発性と創造住がどれ程尊重され. i た次官とは教師が何かを子どもに与えろのだと L、う姿勢で

はなく，子ども自らの創造性の格発であると L、う視点がゐまねく確立していたでしょうか。

読書と L、う行為は，学校の授菜の成果草ヒふまえ，当然、，子どもが自発的に行なうべきものに属

します。子どもは，学校図書室または住んでいる地域の公共図警鎗から，本を自由κ借りて読み

自らの精神形成を行なってゆくのが本来の療であります。

しかし，我国においてv主，このような条件は寸没的K は従来まで満されていませんでしたし，

今日なお(，持されていないだけではなく. むしる甚fごしく欠如しているといはなければなりません。

学校教育に救育の主体が査か才した我直の教む体系並びκ教育構造の中で. .f上会教育の分野は若

るしく立ちおくれています。我閣の学生が学校を卒業vすると説舎も研究も汝紫するという実体は

この教育の社会的な機迭の反映でしょう。救育と L、う行為は本来他動的なも心ではなく. elill 必的

なものでなければなりまぜん。然るI' c.学佼とL 、う場所を目量れるや否や，自ら研究し学んでゆく

態度を放策してしまうのは，数T~'の中 Lζ欠 :.(Áがあったからではたいでしょうか。

f.lt国の教育7.k君津力，世界的 κも極めて高い水準K ゐる VL もかかわらず，読書し!，t.い文官，民 IJち

不読者l習を多くかかえている実体は，我函の社会主文脊の接だしい立ちおくれや，学校教育の締造

に欠陥があったからでめるといわざるをえません。それが一つの社会のほ遣として画定し今1:3(1[

至っています。

系団設舎と L、う方法は，必ずしも公共図書館の専売吻ではありません。集!守 1のもつ集団伎の効

采;を充分発惜し， その効果を読者:という行為に適用してゆくのは ，公共図書館でなくても，学校

や学政，その他の機i羽や7也市長で充チト可姥な方法であります。

それκもかかわらず，この方法が容易K 実践されずI'L ，依然として子どもの読書実践が行なわれ

てい/..いのは ，読持行為を満してゆく仕会的条件が，欠浴しているからでありましょう。

充分な図書の供給，読者行為への動機づけ信若手，

ては不可欠の条件が欠如しています。

よい読持獲境の育成など子どもの読存κとっ

このような条件を一つ一つ克服し，必れた社会的接境をとり戻してゆくためには，

が試みられなければならないと思います。

{渓々 な方法

集l型読書という方、法も公共図書践が地域の子どもや利用者に奉仕する一つの読書:行為普及のた

めの笑践巡勤の一つの形態であります。その方法の典型は既にふれたように学級特K 小学校三年

生を対象K する読書;の集団指導ですが ，後々な応用が可能κな ります。
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4. 公共図書館子ども室の現状 と任務

集団説雫指導の方法が，かなり程度の晶、効果をもつことは，既に実証済みでめります。

公共図者館の子ども室が，小学校の教室や地域の条:1 1の中 K まで入って読書指導をしてゆくこ

とについては，必ずしも一世の淫解が届いているとはL丸、難いのが現状であります。ま た， これ

に対する批判がゐることも実情です。また公共図番館の側からも，このような仕挙を充分K 遂行

してゆく条件が与えられてはおりません。予算的な面でも，人員の薗でも，公共図苦手鎗の子ども

室は，欠亡の状滋κあえいでいます。

それκも拘らず，何故. 公共図書館の子ども室があえて集団読書指導のにないて とならなけれ

ばならないのか。それは各地域の子どもの読書環境を分析することで充分でしょう。いま，誰か

が，この謀越をになってゆかなければな らない現状にあります。

我国の各市町村では公共図者館をもっていればよい方で， まだ公共図書館が作られていない市

町村が決して少なくありません。まして，活動しうる条件を備えた子ども室をもっている図苓館

は，はるかκ少ない状態にめります。

また，公共図謁:飽があっても ，その公共図脊越の子ども室の利用には一定の限界がめります。

凶書館利用の第ーの条件は， 自宅から距離が近いということであります。

もい公共図書鎗があっても，遠隔地の場合κは，子どもの利用は線られてしまいます。

日野市立図書館の秀れたケースのように図害館が巡回文庫によって冶えず居住地に本を供給する

か，分liìi!;~司を鐙{前iする ことによって，子どもたちが利用できる条件セ備えることが必要です。

しかし，このような図古館設備会整える ことは，乏しい地方財政の中では，困難なことなのであ

ります。また国や地方自治体の図書滋行政に対する理解f:!:乏しいのが実情です。それと同時I'C ，

図書館K 対する一般市民の社会的認識の程度が低い現・伏では，図存館行政を積極的K 進めて行く

ためには図守飴は遭遇しなければ危らない幾多の困維な条件をかかえています。

一方で公共凶註均・の社会的必妥性をf認めさせる市民逮Jめを展開すると共I'C，他方では，たとえ rn
維でも，一つ一つ条件を克服しながら，公共図書館が現笑K 機能してゆかなければなりません。

公共図書館の子ども室は，地域の読者活必のセンタ ーの役割をはたすばかりでなく，説存普及

活動K 対しても樹怪的K とりくんでゆかなければなりまぜんa 公共図持:館を利用する子どもの騒

が，地域的κも偏りがあり，また利用K 習熟していない現状では子ども K よる{国体差は若るしい

ものがゐります。このような現状を打ち破る手段は.分2恥~の盤依や巡回文庫などによって， 図

書鎗が市民の生活の中に生かされるよ うな積極的な説警様;境の官成 κよる外はないのですが，そ

の条件は;急速には満されません。座して待つことは子どもの読宇佐の好機をのがし ，不読者層の予

備軍として，子どもを育ててしまう結果κなります。

学校図説;館および学級の中で，充分な読持指導が実施されない状況の下では公共図書鎗の子ど

も室は積極的に勇敢に，子どもの読料普及活動κとりくまなければなりません。

勿論，公共図脊館κ，このような運動を展開し，学校図詳勉氏協力し，地域の集団読議活動を

進めてゆく条件が具わっているとはL、えません。否，その条件は.4めて|痕られているといわな

ければなりませんo

ですから，独立した子ども図書館がぬんど存在していない我i童の場合には公共図書館が，子ど

もの読書活動を推進してゆく一つの大事な方法として，集団読:守指導を打ち出してゆく必要があ

ると考えられます。

L 、かに有能な司主主がおり ，ある程度条件が具備されてきても， もし図等書館じたいが奉仕の方針

として集団読書指導の方針を， しっかりと縫立しなければ子ども室は生h と活勤すると とはでき

ないでし ょう。

2- 集 団 読 書 運 動 の た め の 条 件

集団性を利明する柴田読警は，その条件が満されれば色 h な方法で実施することができます。

既κ述べたようI'C，集団読 atというのは，その目的を集団性κ求めて行なう読告のiiE動形態で

ありますから，まず.との染問読返")型動を推進してゆく主体がなければなりません。今日実施さ

れている集団読書の准進母体は，公共図省;館であります。勿論，公共図書館でなくても他の団体

でも可能です。しかし，集団読書淫WJの形をすすめるためには，大量の読書の供給がなければな

りません。いまどこの凶書識でも.凶書購入費の不足 K 悩んでいます。ですから，公共図書手館は

白館の備品としての図書の盤底K 追われるのが実情で，伸身1也の方面ーに手をのばす余力をもって

いまぜん。然し，このような状態κもかかわらず長団読書を笑bI!J しようとすれば，公共図書滋

以外では仲 A 必雑です。学校s] 書錨が. 多くの資科を備え，各クラスK 文庫をイ乍る位 K 盤備され

れば，それK 越したことはめりまぜん。です，):'，学校図脊館の長備も容易ではなく ，現、伏は例外

を除いて，ー-tt l'C i志位めて不備な状jぷ κおかれています。 j京 κ学校教~~'の場κおいては，数室K

おいて，また学校|宣告;室において子どもに対する読書への関心を蜘包する努力が不足しています。

また従来の学校教育κおいては説脊を通ずる教育という課題は必ずしも重んぜられず，その教育

熱来の認r~が乏し L 、状態 Kおかれています。これが笑情であります。

そこで渠団読書:i!!'泌を行 ts; おうとすれば，公共図持館が，たとえ充分でなくても図惑を準備し

て貸し与え，また集団読書へ浮いてゆく宿導会しなければならなくなります。

集|量読者と L、う読書:活動の意義党充分に認識し，かつ子どもの読む本 κ通 l二た指導者を得るこ

とによって，この泉回読書運動がはじめて可能になります。勿論，教室や一定の地域に本を置い

ておくだけでも，相当の効果を挙げることができます。読者の本来の姿は，そう L 、う整備された

渓境の中で，子どもが自由に自発的K 読持することであります。然し，集d の中で読者指導を行

ない，たえず読手FVて刺.吹を与えることの方が，はるか κ効果が高いことが示されています。

読諮~~2王手もその，な味で充分数符的な効果たもっているといえましょう。

5. 調布市に お ける集団読書の実践

調布図書館においては，奉仕活動の大きな方針として. 積徳的な読古活動を展開してゆく こと

を考えております。固定した図書i容を中心とする活動仁図脊食留に来ない地域の人々にも働きか
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ける館外活動とを両立させてゆくことを目指しています。

どのような方法によって，このMvc接近してゆくかについては，後K 具体的K 述べてゆきます。

私たちの目襟は，図書滋が地域の文化の中心になりうる存在となること。

市民生活の日常の中κ図書熔が位置づけられるこ と。図者館利用が市民生活の社会保障的1後絡を

果すようになること。図書館利用とL、う知的労働を通じて，地域の文化を昂めてゆくことなど様

止な目擦を掲げています 3

これらの目僚が達成さ九るためには，市民の凶存鎗利用の平等性が保証されなければなりませ

ん。地域差を埋め利用の箔度を平均化する方策が考えられな寸ればなりませんじ図書:沼活動は .

めくまでも，具体的実践行為ですから，その地域の笑情K 合った方t去にぶって. 后的に篠近して

ゆかなければなりません。

我々の実践の内容が既κ述べたような，社会集団の特性を利用した集団読書κ全部合致すると

はいえまぜんが，実践活動の一つの要素として，集団説記ーの方法をとり入れております。

(イ) 調布市のおかれた状況(地域の分析 )

調布市は，東京の新宿から特急、の私鉄によって 15分で達する，東京都の衛星都市の一つであ

り，京王線の九つの駅の周辺Kひるがる新興住宅都市であります。特K中心κなる市のセンター

地区はなく ，近郊長村カ礼、わゆるスフ'ロール現象κよって，私鉄の駅を一つのターミ ナノレとして

駅周辺右中心;亡集散的 l乞形成された市であります。面;fJ 't は約 21平方km.人口約 15万の東京周

辺では，むしろ小さな住宅地区市であります 3 戸数 2千与しtの域模の団地を二つもつ以外は，特

κ集団化された地区はなく ，-J伎の住宅地が点在している儲造をもっています。とのような，
V 

'--

と1 U年余りの間K 急速K 形成された住宅都市の場合κは，文化の中心κなるセンターがなく，

住民の生活閣は私鉄i釈を中心κ発達する商J;!i街と自宅との往復と通勤が， その主な生活行a~出を

形成します。古くから発達した市の場合引主官庁街，商庖街，文化センターが市の一地区を形成

し，そこ vc住民を吸収しうる生活1:8が形成されます。住民はそこを中心 κ一つの文化的な活必セ

営みうる可能性をもって、、ます。然し，調布市のように首都の中心必死巨大な文化情報セ ンタ

ーをもっ場合Kは，住民の文化的欲求は，1曜かの時向で迷せられる首都謝の文化支配制K吸収さ

れ，市民f昌也也における生f計百-劫は専ら住と食と L、う一次的な生活要求に染中されます

ベァドタウンという言葉K 象徴されるよう K 文化的欲求K 対しては. Ifi めて消伝的な態度しかと

りえない実態κゐります。然、しながら，市民が定住する地区に文化的要素が欠如していることは

現代石川市形成の大ぎな欠陥であり ，特κ子どもの生活袋境に とっては大きな間選を提起してまい

ります。都市計画の中 κ ， 文化-~素が欠如するならば ， その都市計画は人間形成を κないえない

計画になります。徐 /< vc~時間をかけて発透した節市は， 長期の形E肱月を通じて自然κ文化的， 人

間的要素を都市形成の中κ盛りとむことができました。

然 し， 最近の都市化のよう K 急eJU. VC形成される無計画な都市化現象は，文化的要素の欠落という

点κおいて も大きな欠陥たもっています。この文化的要素の欠落は教育にと って重大な影議を与

えてまい ります。もし ，何等かの手段κよって この文化的要素の欠落を埋めることを考えてゆか
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ないならば住宅都市¥'1 . あたかも不毛の砂渓の都市に似ていることになるでありましょう。

I而も文化と L、う要素は他動的なものでなく，市民の生活の中から生産されなければたりません。

市民が日常生活の中氏，文化的欲求を燃やし日常生活の中に文化創造への意欲をもらうるとき.

時代の文化はやがて具体的形象化をたどるでめりましょう。

調布市のこのような住宅形成の滋境の中で，最も震要な役割を演ずることのできる文化的手段

の一つは， 図持館活動であります。市民がその生活行;幼謝の中 K 図会館をもちうるならば， 自然

K 図寺住j認を中心K して一つの文化的，知的欲求が掬されてゆく手がかりが与えられてまいります。

調布市が市民の生活説l綜上に，行動半径 1kmを目安として介鎗柑をYi=るプランセたてて実行 κ移

しはじめているのは， このためであります。

(ロ ) 市民の協力をうるための条件(市民的読令 iL 刃の展開)

l当持JJ込'が L、かに努力を重ねても，凶1%織のもつ能力では， その運必のひろがり K は限変があり

ます。 jつれわれは，公共図書必もまた地点白治体の行政機閣の一つでめるという， わくを越える

ことはできません。わが闘の行政機関が住民κ，どのようなイメ ークを与えてきたかは， ここで

のべる交でもありません。フィラデノレフ 7 イアのフランクリンi三J.;守館のよう κ組合図市;活として

出発するような住民自らの作る図脊館であれば，ESi守点じたいκ対する住民の考え方が違ってま

いります。然し， わが国の場合には，図井戸自は住民K とっては与えられ， 支た行政の側からは与

えると L、う歴史をもってまいりました。勿論， 図書殺のような費用のかかる施主党の建設と維持ば

自治体の上うな公共機関が作らなければなり空せん。

自治体の作る伶!菊は ，たとえ副主úf~のような市民への必仕機関であっても ， 我閣の近代国家が7行
氏を支配するための機関として， 自治体を画家支配の従属物として機能させてきた社会的歴史の

銭存性を払拭することは容易ではゐりません。我凶の自治体の近代史は，住民が自治のためκ創

Jをしてきた憐凋ではなく，国家支配の上からの支配構造の一機能物であったことを明らかにして

います。

戦後，新らしい自治以詑を斉すためvc.いくつかの法的滞在がとられ， 自治体首長は公選制(1(

なって君主ってさましたが， 自治休の財出均な内容の貫喝さに{放しても ，一応の法治IJ のわくはあっ

ても，笑体は歴史的なこん跡、を，その体質の中に保く止めていますω

図書必の最も道妥な任務は，図書団法K 明記されてL、るよう κ，市民κ対する知的な挙イ土を泡

じて地域の文化を昂め，創造してゆくところにおかれています。この任務を果し‘てゆくためには

図書滋の存在が，上から与えられる図-3熔や，形式的な建遺物としての存在ではなく して，市民

生活の中κ，現実に生きて機能してゆかなければなりません。そのためには，図書館が自治体そ

のもののもっている矛盾を自己の矛盾として自覚しながら，市民の文化創造遼必と結合す。こ と

との矛盾を克服し越えてゆかなければなりません。図書滋が真の市民の創造物へと伝

民主的な市民:iill劫を媒介することなくしては ，市民図干:見守の イメー内土台IJ られないでし

ょう 。こ与には図番館とは何ぞやとい う問L 、かけが常に存在していなければなりません。 このよ

によって，

イヒする，

うな問いを， 図脊錆員自 ら， また市民がそれぞれの立場で発しながら時代の現実の中で有効κ機
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能する図書立を i. jlj りあげてゆかなければなりません。

市民がこのようにí~4干潟の創造 K参加しうるためKは， 図‘守r:Rそれ自たいが，市民に奉仕しう

力のある米]的 l媒体を目指す努力を重ねると共1'(，市民 :@sb と結合してゆくことる条件を筆えて

が必要となります。

市民の自発的1: r読君主グループ活過を援助し， また市民の中 K 読書グループを作り育ててゆく巡

:訪も脳一書館の重要な役割となります。このような，1箆劫の平子tEこそ市民のための市民による図存

空白創造への展望会可能κしてゆくでありましょう。

い) 静態的:温存館活副から動感的図書館活必へ

従米の図;!:f J自のイメーヅは， 回定した建物そのものであり，図τ~~~};砲は勉強の場であり ， 特定の

市民の利用 κ~艮ら Hた場所でゐります。勿論， 図書協はよく選ばれた秀れた資料を豊富κ捺積し

いつでも市民の利用κ供することができなければなりません。また，よく設備の筆った掛かはよ

い説安の議境を提供し 7もー民の自発的な研究を援助する場所であることが望まれますc

少くとも立派な設備と精返された資科の保#利用と， よく訓練された鎗員の存在K よって図存i蕊

がその地域の文化のツンポノレとなってゆくことが~ましいことです。

他ノザ，私たちは. 国主f館1'(全く無縁でめり ，読ミヰぞ資料の利用κ全く無関係な多くの不読者層

図説結末利用の人口を少なからずもっていること K も限を向けなければなりません。このような

不読者忠のすべてが，図書館を利用しなL、から. I豆、κ本をよまないとしてしまうことはできな

いでしょう c 然し，該国の一般国民の生活水準や所得水準を考えるとき，現在の食料の高価な実

情の下では，個人が多くの秀れた資料や情報を個人の能力で獲得してゆくことは容易ではありま

せん。現代位会は情報社会といわれる程，我 h の生活は情報κ支配される仕会構造をもっていま

す。生経のご晶、時長切に教育をうけただけでは，生活の必要，戦主主上の知誠の必頃を満してゆくこ

とか不可能な条件下におかれています。またマスコミの発迭はおびた X しい情報を供給してきて

おります。;官級の選択能力を養ない ，また他動的に押しつけられてくる一方的マス情報K 流れる

ことなく ，主体的な自己の判断をしてゆくため K は，自己教養の手段を利用して，積極的な教養

の蓄積を計ってゆく必要が生じています。図持工務が社会孜脊機関として霊袋な掛践を果さなけれ

ばならない情況が訪れています。図主:沼は ，従来のよう K 一定の繰られた利用者の使刺な勉強揚

や主主斉という静菩的な機能を来しているだけでは，時代の激励に対応することができなくなって

います。

ヰ寺κ不読者j習や宋牙ij 用の広範な存在は，これまで図書館が市民生活と械が遠かったから κ外な

りません。このような現状を変えてゆくためには，子どもの時代の図書晴利用の慣習であって，

子どもの時代κ損習づければ，大人になってからの不読者f雷は消滅してゆきます。市民生活の中

K 図舎溜利用がとけこむためκも，子どもの読老:慣習の養成は ，いま図香tB が最も力を入れなけ

ればならないことと考えられますc

日野図君子i誌が，建物のない凶書館としてブックモービル2台をふるに活用し，専ら市内全域K

移動図書館形式κよってサーピスネァ トを形成している方式は. すべての市民に利用者になって

- 3 8ー

もらうと L 、う狙L、を，最も有効な方法によって組蹴化したものであります。このように 市内全

i或を平等なサービス認とイじする鼠j底的なサービスによってのみ「図書館活動による社会保障J

の息怨が生かされ， Fn民のための市民の図お館利用が現実と化することができます。

一千万円を超える地方自治体としては彼路な図書費と使命観をもった図書館員のサーピスによっ

て， この現代的な図高:鑓サービスが支えられていることに ，戎々は学ばなければなりません。

調布市K おいても，分J自渦の設置によって， 日野K おけるような全市城のサービスを B 指して

います。

また各地域Irc読書グループを組成することによって読者への偵極的なとりくみをはかつています。

現代の凶考古占は， も早i1寺代の急速なテンポ11:.合わせてその協能を生かせてゆくことを檎旬 、する

と同時κ，静態的な活動からHt極的な動態的活動セ展開することによって， よくその時代の任務

を果たしてゆかなければならなくなコています。

lニ) 旋回読吉:に関する市民の反応

図書館が積極的にダイナミァクな活必を展開してゆく方法は， 種 h 考えられます。また， あら

ゆる可能な方法K よって不読者腐をなくし，すべての市民K 平等κ奉仕しうる獄勢セとってゆか

なければなりません“

集団読12μ亡よる市民へのサービスもその一つの方法です。図令却が市氏ひとりひとり K 働ぎか

け-;;，ことは容易ではありません 。広報宣伝活動も重姿な図持館活動ですが読警という行為は個人

の主体的な決意と努力が必要ですa 説会するため1'( 1主，;昌志の力カ~ 1ぜ、ります。

図書泌が采団読者ーと L、う方法を採用して，地域における説脊活効の堀り起しをしているのは.

既κのべたように地域のよ英国性を利用して読者普及活到の媒体を求めていることになります。

調布市の場合κ(:1:.集団読書は主として ，定見子:涜誉と L、う影で，まず子どもを対象とする読書を

すること K して殺と子が一緒に読書する方法を採用しました。

条団読苔のためκ，図書館が図誌の供給をし，その凶脊の内容について紹介をする方法を採っ

ています。

この集団説若手は，地域K世話役の人を中心κ子とも少くとも 10人与しとのグループを単位とし

て級品したものであります。この組融化をしますと，系団説惑を通ずる地域の読i筆活動は我々の

;思1家以上VL活発であり ，次 h と総械化の申込みが来ますが，資料の不足や人員の不足κよって，

応ずることができない状態になっています。

何故とのような反応が生じたかを分析しますと，結局は利用できる範囲内に本があれば，利用

するということ K 尽きます。子どもたちは，現在かなり遠隔地から図書f針ζ本を借り K やってき

ますが，この集団読書によってそのグループの図吾熔利用がー必促進されています。

調布市においては，図書館が本を供給している家庭文庫が.集団読書グループとは別1'( 1 0以

上存在しています。これらの文庫は各地域の世話人の人が， 自宅を開放して文庫を作り，一部の

資科は図脊飴が供給している貸し出し文庫です。これらの貸し出し文庫でも，子どもたちK 対す

る読みきかせの実践や母親グループの子どもの本の研究，よみくらべ講演会活動などを展開し
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ています。

親子説 :fFκ よる集団グノレーフョ活劫ぞ貸し出し文庫の地域活動は，もし，子どもたちの近く κ，

子どもの好む本さえあれば，子どもはいくらでも説一番してし、くことを教えています。公共図書館

綱の受fil! iは容易ではありま・せん。

また児童室をもった図書法が各地で活動してゆくのは容易ではありません。然し，現在一番切司

実κ.夏求されるのは資料即ち子どもたちに与える大量の本の存在です。

本さえあれば，読書グループは無限に J) び本の供給さえつけば，家庭文庫は次々と誕生ナる可能

性をもっています。本を孟く場所はL 、くらでも発見することができます。それこそ，市民の創造

性によっていくらでも可能κなり玄す。公共図書滋は，大量の本の供治をすることができさえす

(1.， 1:1: ， そのダイナミックな活劫の視野をいくらでも展げてゆくことができるのですu

学校に必ずなければならない学校図究室も，その利用の仕方L、かんによって子どもたちK とっ

て ， 賞 i立な役芹IJ~来/こしてゆくことになります。

(ホ) 公共図書館と学校図書館との協力

子どもの誌等比とって，公共図会cllミも学校凶告以も単の両輪の如く欠かすことのできない存在

です 3

華文科から伺汝された子どもが学校図書2さにかけこんで自介の好む本をかかえて家庭κかえり ，

また公共!当主宰t~~ζ 出掛けて，本を借りることができれば ， 子どもの読書環境!!(とって最も望まし

い姿です。

読書は救科による授業とは万Ijな性格をもっています。

教科にぶって子ともの読書能力は，どんどん進んでゆきます。教科と併行させる読持行為は子

どもの人!筒形成と精神の成長 κとって欠かすことのできない要素であります。読手?κよって教科

の理解)Jは増し，子どもの目主性のT:i/ 加κよって授業の摂取能力も高まる筈です。

しかし ，ながら，学校における読者指導は充分とは¥，，¥，、 J縫い坊主kvc ありますc その原因は， ri え

主の必法性が充分認識されてい役いこと，従米の正文科のtpで読;症の要素が重く見られなかったこ

と，読手5・歌手J埋論が縫立されていなかったこと ，読書という子ども の自発的な学習は，教育上傍

流祝されていたこと ，学校図書室は充分な本を揃えていないこと，教師じしん読手主婦導をする専

門性を身κつけていないこと，このほか様々な理由が考えられるでしょう。

イ也方公共図書沼の立らおくれと不倣は学校幽τi子室よりも甚だしい状態K おかれてさました。子

どもの説得の必妥性が社会的K 認殺され，子どもの時代κ読書償習をつげることの重姿性が重抗

されたのは，或近になってからと忠われます。敬発的(1[各学校や 4寺徐な凶長tRで実験されても ，

それは一般的な声とはなりえませんでした。

学校図書室も公共図?を:認も子 ども K 読おをすすめてゆく上(1[ ，以上のような立ちおくれを充分

認、殺して，可能な繰りの方法をとって，子どもの読書必ずすめてゆかなければなりません。

そのためκ，現在，学校図書締と公共@番必とは ，緊密κ動力してゆかなければならないと考え

られます。
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調布市(tCおいては ，図書却員が学校~!辺幸i:;立を訪問し ， また， 一部の学級には協7] して学~~~3<.J否

づくり をすすめています。然し，この場合でも最も陸路となるのは，公共図書拾の図斡供給)]の

決定的な不足であります。

（へ）集団読書の実践

いままで述べてきたことのなかから，我々は，調布市の図持飴で実J浅している，いくつかの活

必のうち，集団説者:について;禽単にふれてみましょう。

われわれは， 図書法が互の経験を交流し，一つの陶芸怨で生かされた方法を，l也の地域の実情

(1[合わせて発展させ ，図書館の述帯によってのみ，図書:;占活 9JJは進んでゆくでゐりましょう。

凶ヲんi主人にとってセクー:ノョ ナリズムこそ最も排さなけれ'まならない態度であつます。

図守jiQにおけろ実後(主 ，はんの端緒にすぎませんし，敢て，報告するほどT臨時化され，活列化

されているわけではありません。しかし，我国の各地の子ども家が多くの困難と悩みをかかえな ー

がら，児童泰，仕をつづvfなければならないとき，私たちの経滋も一つの参考ーとなりうるでしょう。

(A) 長流文庫(調布市親子読書)

長流文庫とは，調布のまちを保っている多摩川にちなんで，長くつづく L うκとうけられた，

親子読者グループ叫すする呼称です。

民流文号室は，図持費欠亡のために読脊推進協議会の提助によって生れた説~.-t~グノレープでずっ

このグノレーブ活動は，地域の子ども(主 として幼児から中学低学年まで)の読占を対象にして

tli と子の渇力κよるitc存実践を内容としています。この点，箆児島の「母と子の 20分間託制

や静|蒔の三年生対象の「お茶の間のひととき読者二 l と，やや変ってL、ます。地域読書の場合K

は，学級の集団を媒介としないため，包含される子どもの年令庖が多様であり， グループによ

って多少選択される本が呉なってきます。大量の図 (.:1 の供給が可白ちならば， ホモチニアスな同

学年集団を媒介Kよること Kよって. 凶.，与の選択も容易であり ，l羽';!;:il 'Y古 lij の労力ぞ指導もはる

かに能率的であります。 しかし，地域読書という形態をとりますと，地域の世話役の人をみつ

けることが先がとです。 (実際に公券・した結果，応じされ必いほd:5役があらわれ空した。)

その位話役の人は， 自分の周囲K 母親の協力グノレープを作り，その局する子どもを組識して

ゆくことになります。従って子どもの年令局がひるがりをもってきます。その年令層κ応じた

本を選択して貸し与え，地域κ図書i遣職員がで向いて本の紹介を行ない( ¥，、わゆる読胃・の動俄

づけ)子どもと母親 κ読書生してもらう遼翁形立震をとっています。

母親のグループi主子どもの本を読み，図守強と連絡をとり ，子どもの本κつL、ての研究をもっ

たり ，後援会を聞いたりいたします。子ども K 本を貸し与えるだけでな く，図書;t i遣で選んで与

えた本を，母親も読むとと κよって，子どもの本の詳細をかえ，子どもの本の価値を知り，吏

κ本の選択能力を身κつけてゆきます。

時には母親がよみきかせるのを子どもがきき. また子どもがよむのを母親がきくという様々な

読舎方法がとられています。

このよう κして， 読書能力をしだし、κ身κつけてゆく子ども と母親は，図古館の常述としての
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利用主になって， さらκ説:住の浜域をひるめてゆきます。

親子読者の調布における形j滋は，調布と L、う都市近知住宅都市の条件の中から生れた特株形

態です。 l至j;t;l!，ゃ社宅や住宅地の必般的余俗のある中流家庭の主婦が世詰役の中心を占めている

こと κ，一つの特長をうかがうことができます。調布の長流文庫の主体は，このような中流家

庭か多いことと更κ学級文立を熱心にやってきた先生と後赦した主婦がその経t設を生かしてい

るケー噌スがみられます。図芯加の呼びかけVC呼応する，このえうな主婦のl留の存在'1，東京の

近沌都市とL 、う条件から生れたものでしょう o 然し，具.κ司~t 'Jj:の必長なのは， もっと窓まれt.f.

い家庭の子どもたちです。説得課境に恵まれない子どもたちκ，真の説惑をさセてゆく課題に

どうしても私たちはとりくまなければなりません。

(n) 学級文]<をの ab機づけ指導

子どもたちは，その条件さえ満されれば，必ず読吉ーに入ってゆくものでゐります。

そのためκは，学級ー角道を創設して，学級のすべての子ども K 平等K 説ちの出会を与えること

が必妥です。長流文庫のような形:/...!iは ， どうしても一部の子どもにしか読書の機会を与えない

結果になりますり

最も室宅れるのは各学校のすべての各学級の教室VL，文i事を創ることであります。もし，それ

が不可能ならば次普の策として，低学年や三年生だけでも，学級文庫を創り，読書の動機づけ

指導をして説会をはかることであります。このためには，相当程度の図書貸が必要となります

ので，凶会1mから供給することは不可能です。

調布図書館では，将来学級文庫の創設をめざして，一部の学校の教室長に文庫を創設して実験

研究全実絡しています。図書館で本を担任と励議して選び蜂理した上で，学;汲の生徒数だけ貸

し出す方法です。貸し出しに当って，貸す本の内容紹介を図お錦織員がスラ イドや他の方法κ

よって行ないます。この先哉は，図書館戦員の姥力をまし，子どもの本についての分析と紹介

の方法宥学vませ，次vc 子どもたちの読書傾向を分析することによって. 子どもの本の評価を得

ること κ役立ちます。

現在，凶脊1ii占の能力も学校図書館の能力も何れも貧弱な状態におかれています。然し ，現代

の巨大κして後維な社会の中で，子どもたちは自力で生き抜かなければなりません。そのため

κ，私たちは，可認な条件をみつけて将来のためκ実験を重ねることを怠ってはならないでし

ょう。地道な実践の蓄積こそ，図書却の共有財産でめり ます。

(c) 子ども説~会

子ど~)読書会は，読書指導というよりは， 子どもたちκ読書の楽しみを教えることを五体と

して，はじめられたものですー。ときには読書クイズやゲームなどを まじえて，子どもたちが.

自然のうちに読惑の楽しみを発見しうるようなふん囲気の中で，読書を子どもたち とー諸にし

てい空す。 1， 2年， 3 ， 4年 ，5 ， 6年の低中高の三つのグループκ分け，各グループ共，

2 0人から 30人の単位で各月に各 k ，一回開催しています。この読者会では新刊寄の紹介や，

テキ 7，ト κとりあげた本と関連する本などの五町子も行ない，その場で貸し与える方法を とって
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います。こり読劣会は， I時κは親もついて米て，j守涜して行伝われていますが，El'i込ぷ多くこ

とわるのに困っています。これは地域で読'i J} vc 対する関心がi布くなっている証拠といえまし ょ

う。

との子ども説苔会は，Igj 持諒員κとっても貴重な経験を侍られる:滋会となっています。子ども

全知り ， 木K対する子どもの反応を知ることなくしては， 子ども図 ~lj. ~g員はっとまりません。

そう L、う意味で，子ども読者会は私たちの勉強の場でもあります。
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